























































































 第２節では、遼祖陵の考古学的新発見についてまとめた。約 80 頁を費やした本節は、本論の中核を
なす部分である。2003 年、筆者は遼祖陵遺跡の考古学的予備調査を開始し、2004 年には甲組建物基礎
跡の試掘を実施した。その上で、国家文物局の指示と協力の下、2007～2010年には祖陵の計画的な発掘
調査を実施し、数々の核心的な学術成果を得ることができた。本節では、陵園と陵区の境界について整
理した後、太祖陵（玄宮）、１号陪葬墓、２号陪葬墓、甲組建物基礎跡、２号建物基礎跡と登山路、３
号建物基礎跡、４号建物基礎跡、１号門（黒龍門）、亀趺山建物基礎跡、及び陵園外の建物基礎跡や御
道、奉陵邑の祖州城の調査成果について詳述した。 
 第２節での調査成果を踏まえ、第３節では祖陵における陵寝制度について整理した。筆者は、遼祖陵
が陵園、陵園外祭祀建築、奉陵邑、陪葬区、及びその他の附属施設で構成される点を考古学的に明らか
にし、これらを総称して「陵区（陵域）」と呼称した。まず、この陵区の遺構分布について、まとめた。
遼祖陵は、大興安嶺山脈の南端、低く続く丘陵地帯のポケット状の山谷に位置する。四方は山に囲まれ、
南東に１つだけ狭い谷口があり、ここに黒龍門を置く。太祖の玄宮は、この陵園のほぼ中心に位置する。
黒龍門外側に正対して、自然の独立山である漫岐嘎山があり、祖陵陵園に対する「案山」（風水用語。
陵園の気の流失を防ぐ屏風のような役割を果たす山）である。その山中には、祭祀建築も確認されてい
る。漫岐嘎山の南には、沙力河が北西から南東に流れる。環境考古学の成果からすると、当時の祖陵の
自然植生は非常に豊かで、この地は美しい景色が広がる風水の宝地であった。祖州城は、祖陵の奉陵邑
であり、黒龍門南東 500m に位置する。黒龍門と祖州城北東門を結ぶ神道の途中には、「太祖紀功碑楼」
（亀趺山建物基礎跡）と「聖踪殿」（2003WJ2）が位置する。更に、祖州城南東には２つの対称位置に自
然の低い山丘があり、まるで門闕のように原野に聳え立っている。この小山丘の間にも神道があった可
能性が高い。さらに、陵園東側の山谷や漫岐嘎山には、陪葬墓と思われる遼代の墓も点在する。 
 次には、陵園内における遺構の平面配置について整理した。祖陵陵園は、１つのポケット状の山谷中
に位置し、不規則な楕円形を呈する。自然の山稜を陵壁とし、鞍部や緩やかな場所には石の擁壁を設け、
南東の出入口に黒龍門を設ける。陵園内は大きく、内陵域と外陵域に区分できる。東西方向の「南嶺」
（第３山嶺、L3）は西側の陵壁、及び南東の２号建物基礎跡、東の甲組建物基礎跡を結びつけており、
東西方向の屏風のような役割を果たす。これが、南北２つの陵域の分割ラインとなる。北側は耶律阿保
機の玄宮が存在する内陵域であり、南側は１号陪葬墓を中心とする外陵域となる。玄宮は山を開鑿して
墓室を形成し、その前には巨大な封土丘が築かれ、翁仲や石犬などの石造物が付近に置かれていた。南
嶺上には２号建物基礎跡が存在し、文献にある「膳堂」と考えられる。その中の L2J2 は生活をする建
物で、L2J1は碑亭である。南側には登山路がある。玄宮の南東部には平坦な広場があり、甲組建物基礎
跡が位置する。その中の J1は仏教関連の建物、J2は陵園を管理人が起居したり、祭祀人員が臨時に使
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用する建物と思われる。甲組建物基礎跡は、登山路によって「膳堂」と連結されており、太祖稜の重要
な陵寝建築と考えられる。他にも内陵域には、３号建物基礎跡、５号建物基礎跡なども立地する。一方、
外領域には、第１山嶺（L1）と第２山嶺（L2）の間に１号陪葬墓があり、L1上には１号陪葬墓の献殿で
ある４号建物基礎跡が位置する。 
 以上、遼祖陵における陵区・陵園の平面配置とその空間構造について、考古学的に整理した。 
 
【第３章 遼慶陵の陵寝制度の研究】 
 遼慶陵は、聖宗耶律隆緒の永慶陵（東陵）、興宗耶律宗真の永興陵（中陵）、道宗耶律弘基の永福陵（西
陵）から構成される。第１節では、文献史料に記載された慶陵について整理した。 
 第２節では、陵慶陵の考古学的な調査成果についてまとめた。本節では、慶東陵、慶中陵、慶西陵、
陵園内の陪葬墓、陵園外の奉陵邑である慶州城やその他の祭祀建築の調査成果について詳述した。 
 第３節では、慶陵における陵寝制度について整理した。慶陵は、祖陵と同じく陵園外に多くの附属建
築が存在し、広大な陵区を形成する。まず、陵区の特徴についてまとめた。慶陵は、大興安嶺山脈南端
の低い丘陵に位置し、閉鎖された山中に所在する。南東には、支谷の出入口がある。この東側には、連
綿と高く聳える「黒山」があり、山上には祭祀建築も確認されている。祖陵の漫岐嘎山と同じく、屏風
のような役割を果たす。奉陵邑である慶州城も付随する。ただし、慶州城が聖宗の奉陵邑であるのか、
３名の皇帝の奉陵邑であるのかは、更なる検証が必要であり、畢吐城との関係も今後議論が必要である。
また、陵園外には陪葬墓区も確認されている。 
 次には、陵園内における遺構の平面配置について整理した。慶陵陵園の選定に際しては、祖陵と同じ
く風水思想が重視された。山上の尾根を陵壁とし、陵園範囲の境界とする。陵園は西北が高く、南東が
低い。北西から南東方向に流れる小川が、南東の支谷から外へ流れ出る。３基の玄宮は西北部の３つの
尾根上に位置し、１つの広大な陵園の中に、３つの小陵園が分布する構造になる。小陵園は南東から北
西に並ぶ。小陵園はいずれも北西に位置して南東を向くが、小陵園の境界を示す区画施設などは発見さ
れていない。三基の皇帝陵の主要建築の構造は共通し、南東から北西に向かって陵門、神道、献殿、玄
宮から構成される。玄宮南東に位置する献殿のような祭祀建築は、祖陵の状況と共通する。また、かつ
て中陵付近で発見された石経幢などの遺物は、慶陵内部に仏教に関連した礼制建築が存在した可能性を
示唆する。慶陵内部では、東陵と中陵の間で興宗の皇子である耶律弘本・耶律弘世墓などの大型陪葬墓
が存在する点も判明している。なお、遼慶陵の東陵は、現在では唯一、考古学的な調査が行われた遼代
皇帝の玄宮である。玄宮は７室構造の類屋式墓で、墓道や玄室内には、人物像や双竜火炎宝珠、あるい
は四時捺鉢を表現した四季山水図などが描かれていた。 
 以上、遼慶陵における陵区・陵園の平面配置とその空間構造について、考古学的に整理した。 
 
【第４章 遼代における他の皇帝陵の考古学的研究】 
 祖陵と慶陵に比べ、懐陵、顕陵、乾陵の考古学的情報は非常に限られている。本章では、現在までの
調査成果を概観し、第１節では懐陵（太宗耶律徳光と穆宗耶律璟の陵墓）、第２節では顕陵（「義宗」耶
律倍と世宗耶律阮の陵墓）、第３節では乾陵（景宗耶律賢と天祚帝耶律延禧）について整理した。 
 これらの陵墓の様相は必ずしも明らかではない。ただ、懐陵以降の陵園では皇帝１名の埋葬は行われ
ず、懐陵・顕陵・顕陵では２名、慶陵では３名の皇帝を埋葬した点が判明している。また、顕陵と乾陵
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の陵園と奉陵邑は隣接しており、１つの巨大な陵区に属すると筆者は考えた。 
 
【第５章 中国古代皇帝陵と遼代皇帝陵の比較研究】 
 第２・３・４章における遼代皇帝陵の整理を踏まえて、第５章では、中国古代皇帝陵における変遷と
発展の中で、契丹・遼朝の陵寝制度を位置付けた。第１節では秦漢代皇帝陵、第２節では北魏代皇帝陵、
第３節では唐代皇帝陵、第４節では北宋代皇帝陵、第５節では金代皇帝陵、第６節では明代皇帝陵の様
相を整理し、それぞれ遼代皇帝陵との比較を行った。 
 
【第６章 東北アジア地区の王陵と遼代皇帝陵の比較研究】 
 遼代と同時期の東北アジアの陵墓との比較の観点から、韓半島の高麗王陵、日本の平安時代の天皇陵
と遼代皇帝陵との比較を行った。その結果、遼代皇帝陵と高麗王陵、日本天皇陵では玄宮制度などに明
確な差異がある点が判明した。各国相互の影響関係は認められず、各々の発展の道筋があった点を確認
した。 
 
【第７章 結論】 
 第７章では、前章までの成果を総合して、遼代陵寝制度の歴史性を整理した。 
 陵寝制度は、古代皇帝の埋葬規範（葬）と祭祀儀礼（喪）の総合体である。本論では、特に考古学的
な側面に焦点を当てて、遼代陵寝制度について整理を行った。まず、皇帝陵の選地と造営については、
『遼史』の聖宗が生前に自ら陵墓を選地した記録が重要である。また、祖陵を除く陵園が、父子、ある
いは父子孫３代の葬地である点は、注目に値する現象で、遼代陵墓が血縁を紐帯として造営されている
のかどうか、今後の議論が期待される。なお、遼代の主要な陵区が、上京城の北西（祖陵・懐陵・慶陵）、
及び東京城の北西（顕陵・乾陵）の２つに集約されている点も重要である。遼代皇帝陵の選地には、都
城の西側に位置する特徴が見られ、陵園内においては南東（早期）から北西に向けて小陵園が並ぶ形式
は、契丹皇帝陵や貴族墓に共通する重要な特色である。 
 皇帝陵陵区の規範に関して言えば、祖陵で創出された規範が遼代を通じて継承されている点が重要で
ある。すなわち、陵園、奉陵邑、自然闕台、神道、陵園外の祭祀建築、陪葬墓などで構成される。遼代
陵区は、諸施設と管理機構が整然と配置されており、両漢・北魏・唐の主要な規範を継承している点が
看取できる。一方で、漢族皇帝陵の主要な伝統を引き継ぎつつ、北方遊牧民族特有の独自性も形成して
おり、金や明清の陵寝制度にも一定の影響を与えたと考えられる。陵園の平面配置と空間構造の独自性
について言えば、自然丘陵を利用して風水に基づく立地を志向する点、７室構造の類屋式玄宮と封土宮
を組み合わせる点、陵園内に仏教関係の祭祀建築を持つ点、玄宮や祭祀建築が自然の尾根や谷を利用し
て形成され非対称的な配置を呈する点などの特徴がみられる。 
 以上、遼代陵寝制度には、両漢や北魏、唐の皇帝陵の旧制を継承しようとした点が認められる。契丹
統治者の漢文化の伝統に対する崇拝と模倣が表現されているのだろう。同時に、北方遊牧民族特有の独
自性も認められ、多彩な「中華文化」の中で北方遊牧民族が果たした役割を読み取ることができる。 
 
４．本論の結論 
 中国古代における各王朝の陵寝制度を通時的にみると、比較的明瞭な発展の軌跡を示すことができる。
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唐が滅んだ後、遼朝と五代、北宋は南北に対峙し、中国における第二次南北朝時代ともいえる局面を形
成した。遼代陵寝制度と北宋皇帝陵を比較すると、その規範に大きな差異がある点が分かった。契丹・
遼帝国の陵寝制度は両漢、北魏や唐代の多くの規範を継承する一方、北宋は新たな方向へと制度を変え
ていく。これは、陵寝制度においても「唐宋変革」の特徴が表れている点を示す。すなわち、遼代陵寝
制度は中国古代陵寝制度の変遷の中に組み込むことができ、その中でも不可欠な一部といえる。北方の
契丹・遼朝は、古代陵墓制度史上で重要な地位を占めるのである。 
 契丹・遼朝は、北方の 210年にわたる歴史舞台を占める。東北アジアにおいては、上京城を中心に草
原シルクロード東端の結節点であり、当時の東北アジアの国際都市であった。『遼史』地理誌の上京道
では、「南城謂之漢城、南当横街、各有楼対峙、下列井肆……南門之東回鶻営、回鶻商販留居上京、置
営居之。西南同文驛、諸国信使居之。驛西南臨潢驛，以待夏国使。」とある。遼朝の首都として、上京
城は東アジアおよび韓半島、西域の中央アジア、中原地区、西南地区と北アジア地区をつなぐ重要な経
済・文化の中枢となっていた。また、東の高麗や日本、西の西夏、回鶻、大食（イスラム）、波斯（ペ
ルシア）などの国々、南の北宋、吐蕃などの王朝、莫北の蕃族諸部と、密接な経済・文化の交流をもち、
「草原シルクロード」の繁栄に重要な役割を担ったのである。当時の中央アジア地区では「無聞中国有
北宋、隻知契丹即中国」とされており、契丹族は古代における中国と外部地域の文化交流に重要な貢献
を果たしたと考えられる。 
 遼代陵寝制度と高麗王陵や平安時代天皇陵などの関連資料を比較すると、各国王陵の陵寝制度にはそ
れぞれに特徴がみられ、独自の文化伝統がある点が分かる。この時期、これら３国の王朝には、陵寝制
度において相互に交流や影響がほとんど認められない。これは、今後十分に検討する価値のある重要な
課題である。本論では、時間軸と空間軸の二方面から遼代陵寝制度について考古学的な位置付けを行っ
た。本論の発表を一つの契機として、より多くの優れた関連研究が世に出ることを期待したい。 
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